
使
用
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
確
認
し
ま
す
。

長
期
修
繕
計
画
：
先
に
記
し
た
修
繕
積
立
金
は

主
に
修
繕
で
使
わ
れ
る
訳
で
す
か
ら
、ど
の
よ

う
な
修
繕
が
い
つ
頃
行
わ
れ
る
の
か
は
長
期
修

繕
計
画
を
見
れ
ば
解
り
ま
す
。

　

管
理
費
、修
繕
積
立
金
、固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、自
治
会
費
等（
借
地
の
場
合
は
地
代

を
含
む
）は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
し
て
い
れ
ば
必
ず

か
か
る
費
用
と
な
り
ま
す
。
借
り
入
れ
を
す
る

場
合
は
月
々
の
返
済
に
無
理
が
な
い
よ
う
に
計

画
し
ま
す
。ま
た
、管
理
規
約
や
使
用
細
則
な
ど

も
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ペ
ッ
ト
を
飼
っ

て
も
よ
い
の
か
、ピ
ア
ノ
の
演
奏
は
禁
止
さ
れ
て
い

な
い
か
等
、管
理
規
約
や
使
用
細
則
は
マ
ン
シ
ョ

ン
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
で
す
。し
っ
か
り
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
と
い
う
考
え
方
】

（
資
料
は
東
京
カ
ン
テ
イ
を
参
照
）

　

先
に
お
話
し
し
た
ポ
イ
ン
ト
以
外
に
マ
ン
シ
ョ

ン
の
資
産
価
値
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
ゆ
く
の

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
購
入

時
の
価
格
と
売
却
価
格
を
考
え
て
物
件
選
び
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。つ
ま
り
、購
入
時
の
価

格
が
売
却
時
に
ど
の
程
度
変
化
す
る
か
を
調
べ

る
の
で
す
。
多
く
の
場
合
立
地
の
要
素
で
価
格

が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。不
動
産
調
査
会
社

　

住
宅
購
入
を
考
え
る
と
き
に
、戸
建
て
住
宅
、

新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
、中
古
戸
建
て
、中
古
マ
ン
シ
ョ
ン

が
選
択
肢
と
し
て
上
が
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、土

地
を
購
入
し
て
、新
築
住
宅
を
建
て
る
と
な
る

と
、時
間
と
労
力
が
か
か
り
ま
す
。そ
こ
で
今
回

は
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
選
択
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。意
外
に
も
、中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
に

は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
。新
築
マ
ン
シ

ョ
ン
の
場
合
は
未
完
成
で
あ
り
内
外
装
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
り
、竣
工
後
の
近
隣
環
境
が
解
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
そ

の
よ
う
な
建
物
の
善
し
悪
し
や
、近
隣
環
境
の
面

は
事
前
に
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、中

古
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
、内
装
工
事
に
お
金
を
か

け
れ
ば
あ
る
程
度
の
改
修
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

制
限
は
あ
り
ま
す
が
、自
分
の
好
き
な
間
取
り

や
設
備
に
取
り
替
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
も

そ
も
、マ
ン
シ
ョ
ン
は
都
市
の
構
成
の
中
で
、高
層

利
用
が
推
進
さ
れ
る
地
域
に
あ
る
の
が
一
般
的
で

す
か
ら
、駅
前
な
ど
利
便
性
の
良
い
立
地
で
あ
る

場
合
が
多
い
の
で
す
。次
に
ど
ん
な
点
に
注
意
を

す
れ
ば
良
い
か
を
失
敗
し
な
い
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン

選
び
の
ポ
イ
ン
ト
を
要
素
別
に
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
：
最
寄
り
の
駅
ま
で
の
距
離
、街
の
様
子
、

近
隣
の
住
人
や
部
屋
ま
で
の
状
態
を
確
認
し
ま

す
。
共
有
部
分
や
駐
車
場
、駐
輪
場
、ゴ
ミ
置
き

場
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
管
理
の
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
や
ど
の
よ
う
な
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
も
解

り
ま
す
。

建
物
：
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
一
般
的
で
あ
り
、
昭
和
56

（
1
9
8
1
年
）年
6
月
1
日
以
降
の
建
築
確

認
の
適
用
を
受
け
た
も
の
で
あ
れ
ば
、新
耐
震

基
準
の
法
律
が
て
き
よ
う
さ
れ
、建
物
が
大
き

な
被
害
に
は
合
わ
な
い
可
能
性
は
高
く
な
り
ま

す
。
ま
た
外
観
か
ら
劣
化
状
況
や
使
い
易
さ
を

判
断
し
ま
す
。

土
地
：
マ
ン
シ
ョ
ン
の
土
地
は
通
常
、敷
地
権
と

な
っ
て
お
り
、所
有
権
か
借
地
権
、賃
借
権
に
分

か
れ
ま
す
。借
地
権
等
の
場
合
、部
屋
の
価
格
は

安
く
な
り
ま
す
が
、管
理
費
や
修
繕
積
立
金
以

外
に
借
地
料
が
か
か
り
ま
す
。ま
た
、敷
地
権
が

借
地
権
等
の
場
合
、住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
入
れ
が

希
望
額
ま
で
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
要
注

意
で
す
。

管
理
費
：
毎
月
の
費
用
は
い
く
ら
で
、ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
か
。
購
入
す
る
と

き
に
は
、そ
の
部
屋
の
管
理
費
や
修
繕
積
立
金

等
が
滞
納
な
く
支
払
わ
れ
て
い
る
か
も
調
べ
ま

す
。支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
購
入
者
が
負
担

す
る
義
務
を
負
い
ま
す
。

修
繕
積
立
金
：
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
繕
を
す
る
と
き

に
必
要
と
な
る
毎
月
の
積
立
金
で
す
。
現
在
ど

の
程
度
積
み
立
て
て
あ
り
、ど
こ
ま
で
修
繕
等
に

で
は
分
譲
か
ら
10
年
で
価
値
が
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
か
を
検
証
し
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
地
下

鉄
な
ど
の
駅
に
近
く
、徒
歩
5
分
圏
内
の
物
件

を
3
，0
0
0
万
円
で
購
入
し
た
と
し
ま
す
。10

年
後
に
売
却
し
た
ら
2
，4
0
0
万
円
と
な
り

ま
し
た
。リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
は
80
％
で
す
。そ
れ
が

徒
歩
20
分
と
な
る
と
同
じ
3
，0
0
0
万
円
で

も
1
，8
0
0
万
円
に
な
る
物
件
が
あ
り
ま
す
。

リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
は
60
％
と
な
り
ま
す
。一
般
的

に
駅
の
近
く
の
物
件
は
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
が
高
い

と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
す
。こ
れ
は
最
寄
り
駅
か

ら
の
所
要
時
間
別
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
で
す
。リ
セ

ー
ル
バ
リ
ュ
ー
の
要
素
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
専

有
面
積
帯
別
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
、こ
ち
ら
は
地
域

に
よ
り
ま
す
が
、首
都
圏
、中
部
圏
で
は
で
は
50

㎡
〜
60
㎡
、90
㎡
〜
1
0
0
㎡
の
面
積
帯
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
き
さ
で
あ
る
、

戸
数
規
模
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
で
は
3
0
0
戸
以

上
と
大
型
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
を
手
に
入
れ
る
選
択
肢
に
お
い
て
、中

古
マ
ン
シ
ョ
ン
を
そ
の
選
択
肢
に
入
れ
る
こ
と
は
、

考
え
方
に
よ
っ
て
は
堅
実
的
な
考
え
方
で
あ
る
の

が
お
分
か
り
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。中
古
マ
ン
シ
ョ

ン
を
賢
く
購
入
し
、快
適
に
暮
ら
す
の
も
一
つ
の

住
ま
い
の
選
択
肢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
参
考
例
は
、裏
面
の「
不
動
産
の

ゆ
く
え 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い

11

中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
選
択

2013 November
社 会 問 題・環 境 問 題
に 目を 向 け よう！

　おかげさまで会社設立から27年目を走り
続けております。創業以来、円昭では不動
産業・不動産投資顧問業を中心に、不動
産仲介・管理、不動産調査、不動産コンサ
ルティングにより会社の発展を支えてまい
りました。これもひとえに皆様方のご支援の
賜物と厚く感謝を申し上げます。厳しい時
代ではございますが、今後さらなる進化をと
げ、よりよいサービスを提供するために努力
して参る所存です。今後とも一層のご支援
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

株式会社　円昭　スタッフ一同
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編集：（株）パピルス
株式会社円昭HP



不動産 の

ゆ く え

株式会社 円 昭
〒466-0031
名古屋市昭和区紅梅町3-3
TEL：052-841-2701
FAX：052-841-4301
mail@enshow.com
http://www.enshow.com

第145回（平成23年度上半期）直木賞受賞作
著者の池井戸潤氏は、あのテレビで有名になった
「半沢直樹」の原作「オレたちバブル入行組」を書
いています。作家になる前は大手銀行勤務であり、
この作品にも銀行からの企業や人の見方や、その仕事で培った金融
のノウハウが詰め込まれているように感じます。
元ロケットエンジンの研究者が、研究者として生きることを諦め、親の
町工場、佃製作所の跡を継ぎ、経営をします。しかし、取り巻く環境は
厳しく、特許をめぐる戦いから、大手企業との関係が悪化し、銀行とも
様々なやりとりがあり、会社や仕事、生き方など、まさにいっぱいいっ
ぱいの所を突き進んでゆく感じです。これは、今の社会構造をしっかり
と考えさせられる構図となっています。また、日本のものづくりを担って
きた町工場の技術や実直さ、そしてその底力をみせる作品です。読み
終わると勇気がわいてくる一冊です。

コ・ラ・ム

新・旧耐震基準（しん・きゅうたいしんきじゅん）
建築物の設計において適用される地震に耐えることのできる構造の基準で、昭和56
（1981）年6月1日以降の建築確認において適用されている基準をいいます。これに
対して、その前日まで適用されていた基準を「旧耐震基準」といいます。新耐震基準
は、震度6強～7程度の揺れでも倒壊しないような構造基準として設定されています。
技術的には、地震力が加えられた場合の構造部材に生じる応力が許容応力以下で
あるだけでなく、一定以上の規模の建物については、靱性（じんせい）を確保すること
が求められます。また、建物強度のバランスも必要とされます。なお、旧耐震基準は、
震度5強程度の揺れでも建物が倒壊しないような構造基準として設定されていました。
【旧耐震基準】
建築物の設計において適用される地震に耐えることのできる構造の基準で、昭和56
（1981）年5月31日までの建築確認において適用されていた基準をいいます。これに対し
て、その翌日以降に適用されている基準を「新耐震基準」といいます。旧耐震基準は、震
度5強程度の揺れでも建物が倒壊せず、破損したとしても補修することで生活が可能な
構造基準として設定されています。技術的には、建物自重の20％の地震力を加えた場合
に、構造部材に生じる応力が構造材料の許容応用力以下であるかどうかで判断されます。

Challenge1
エコな生活スタイルを選択しよう
Challenge2
省エネ製品を選択しよう
Challenge3
自然を利用したエネルギーを選択しよう

Challenge4
ビル・住宅のエコ化を選択しよう
Challenge5
CO2削減につながる取り組みを応援しよう
Challenge6
地域で取り組む温暖化防止活動に参加しよう

株式会社円昭のスタッフは6つのチャレンジを実行します。

チャレンジ25キャンペーン  http://www.challenge25.go.jp/

著者：池井戸 潤
出版社：小学館　価格：￥1,785-（税込）

お勧めの一冊
下町ロケット

＝リノベーション参考例＝
平均的な80㎡３LDKのマンションのリノベーションにかかる費用は以下の通りです。あくまでも目安ですが、何もないスケ
ルトンの状態にして全ての工程を安価に行ったとしても550万円はかかります。しかし、それくらいの予算を見ておけば、全
てを解体して自分好みの部屋を造ることも可能となる訳です。最も、良い設備、こだわりの空間として高級なものを選べば
予算はどんどん上がっていきます。以下、改装の部分別に簡単に価格を出してみました。

設備は全て更新となりますので解体工事費も含まれます。

 ユニットバス　200万円～ キッチン　150万円～ トイレ　50万円～
 洗面　20万円～ 床・フローリング　100万円～ クロス・ペンキ　30万円～

【リノベーション】
　中古マンションを購入してリノベーションをするということも考えられます。しかし、どの
くらいの費用がかかるのか、また、どの程度まで改修が可能なのかは専門家に相談する

必要があります。バス・トイレやキッチンなどの水回りなどは無理に移動すると、後に排水漏れなどを起こし思わぬトラブル
になることがあります。床材をフローリングにしたり、玄関扉やサッシ等の開口部を取り替える場合には、管理規約や使用
細則で工事方法や使用する建材の性能が指定、制限される場合がありますので注意が必要です。

３LDKを２LDKにリノベーション　費用550万円
無垢板フローリングに自然素材の塗料を塗布し開放的な間取りを実現

スケルトンの状態　躯体に問題がないかインスペクションを実施

リノベーションを考える
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